足尾鉱毒事件と渡良瀬遊水地の成立(3)渡良瀬川と利根川の合流 by 松浦  茂樹
足尾鉱毒事件と渡良瀬遊水地の成立(3)渡良瀬川と
利根川の合流







Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
国 際地 域 学研 究 第8 号2005 年3 月
足尾鉱毒事件と渡良瀬遊水地の成立（IH）
渡良瀬川 と利根川の合流







































松 浦： 足尾 鉱毒事 件 と渡 良瀬 遊水 地 の成立 （Ill）一一渡良 瀬川 と利 根川 の合 流－
[12 渡良瀬川放水路開削概略図（明治40年測図の5 万分1 地形図に基づき作成）
図3 栗橋～関宿周辺の近世の利根川状況
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下流部、特に谷中村の近代初頭の土地利用の概況から考えていく。















































反を引 くと約1069 町 となり、ほぼ等しくなる。F
察請文」 の資料に基づ き、谷中村民地1058 町の
表1 谷中村土地種別面積
種 別 面 積
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（1891）以降、谷中村では機械排水の実現に向けて動いていった。




害 ヲ増 シタリ。天保度r 切゛ 巳来出水 ノ節ハ、利根川ヨリ逆流シテ古河野木辺ハ登リノ船 二謐 ヲ用ユ
ル程ナリ」（発会趣主陳情書）と、天保年度対岸 に位置する古利根川の締切 によって、利根川から下
野南部 への逆流が大きくなったことを述べてい る。 また下野南部治水会・須田会長 は、「夫権現堂 卜
称 スル処二在テハ、元ト堤内地ニアリテハ船帆 ヲ見ルトキハ、洪水ナルヲ知リタルニ、今日二至 テ
ハ少シク満水ノ兆 アルニ際スレバ、忽チニ船体ヲ見ルヲ得ルナリト」 と、見えて くる船の姿から権
現堂川の河床上昇 を指摘している。また委員の一人は、「今ヲ去ル六七十年ノ前二在リテハ、四五尺
ノ堤ヲ以テ当時ノ洪水卜雖 トモ防禦シ得タリシモノモ、今ヤ一丈 五尺有余ノ堤塘 ヲ築造 スルニ、尚
且水害 ヲ防過スル能ハサルノ有様ナリ」と、洪水の水位が近年、上昇したことを主張し ている。
一 方、第二鉱毒調査会において、調査嘱託員・君島三郎 （内務省技師）は次のように報告し5)、両





























3 。 合 流問 題 につ い て の近 世後 期 の 動 向3.1
赤堀川開削
利根川東遷と直接的につながるのは赤堀川開削である（表3 ）。元和7 年（（1621）に着手され、寛
永2 年（1625）、承応3 年（1654）と拡幅され、承応3 年の3 回目の開削によって通常時に水が流れ











元 禄H 年 （1698)
宝 暦2,3 年 （1752,53 ）












・赤堀川をさらに3 間の拡幅ないし3 間の幅で深く掘られる。に の後、通常時。
水が流れるようになった）
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草加間で諸道具を運んでいた足軽13 人が洪水によって死亡した。近世当初、日光街道 はこの ような
状況であったのである。
一方、利根川河道 は物資輸送の交通路でもあった。特に 利根川舟運にとって、最も優先的に取
り扱われていたのは、上利根川 （渡良瀬川合流点から上流の利根川）および渡良瀬川水系 と江戸 を
結ぶ水路と考えている。中山道の交差点に位置する上利根川の倉賀野河岸 は、慶長期（1596 ～1611 ）
の創設 といわれてい るが、信濃・越後の物資 も中山道を通って運び込 まれ、ここから江戸へ移出さ
れた。 また逆に、江戸の物資 はここから信濃・越後方面 にも運 ばれていた。倉賀野河岸 には、元禄4
年 （1691 ）、計70 余彼の舟があったといわれている。
また上利根川は足尾御用銅 のルートであった。当初は平塚河岸、元禄期からは前島河岸から、利
根川舟運によって運ばれ江戸 で精錬されたのである。足尾銅山は戦国時代から銅山として知 られて
いたが、江戸幕府により幕府御用銅山 とされ、芝・上野の徳川家の廟の築造 また江戸城の増築 の時
にその屋根瓦に使用された。近世におけるその盛況のピー クは貞享年間（1684 ～87 ）であったが、
オランダに輸出した国産銅のうち、5分の1 は足尾銅山の ものであったという。最盛期には、その産






















































































































































つ まり権現堂堤は宝暦7 年（1757 ）、安永元年（1772）、9 年（1780 ）、天明6 年（1786 ）、享和2 年
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い推進力 となった。
この地域には内水の他、島川 を通じて利根川の逆流、浅間川からの氾濫水が湛水する。特 に島川
からの逆流が大 きかった。一方、排水は、一部は文政2 年 （1819 ） まで浅間川に行 われていたが、
島川が中心であ る。宝暦9 年（1759 ） にやっ と逆水門設置 に成功した羽生領であるが、その位置は
かなり上流の自領内であり、その後、下流への移転要求を安永9 年（1780 ）、寛政7 年 （1795 ）、享
和元年 （1801）、文化H 年（1814 ）、文政8 年 （1825） と行っていたが、下流幸手領からの強い反対
運動 もあり成功しなかった。幕府は、 日光街道が走ってい る幸手領の安全を優先的 に取 り扱ったの
である。しかし天保年間 に入ると、幕府のこの姿勢 は大きな変化を見せる。
天保3 年（1832 ）、幸手領村々 は、権現堂堤の維持・管理 に手 を抜いた として厳し く叱責を受けた
（「権現堂堤取締請書」）17,。領民 が権現堂堤を勝手に掘崩し、家 を造ったり畑 にした り苗木を植え竹
木をはびこらせたりし ていたというのがその理由である。幸手領村々 は「何様 被 仰付候共御違背
難申上候」とその非 を全面的に認めた。そして島川の逆水樋門 の下流への移転、川口に玖樋を設置
し羽生領の悪水 を古利根川 （葛西用水）への受け入 れ、向川辺領・島中川辺領の悪水排除のため権
現堂川への玖樋の埋設を承諾したのである。羽生領等の執拗な運動がここに実を結び、この後、権
現堂堤上流部 の悪水排除 が進められたのである。
この一環としてであろう、天保9 年（1838 ）、浅間川の流入・流出口が自譜請により締切 られた。
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四 ● 4 - - -
● 一
























































































































































































































































































）根岸門蔵 「利根川治水考付録」1908年（影印版 脊書房1977 年）p.420



















）東京市役所編 「東京市史稿 港湾篇第5 巻I1927 年、pp.目4～11539
」『利根川（自妻沼至海）改修計画書』「利根川百年史」前出、pp.424～43740)
近藤仙太郎 「利根川高水工事計画意見書」1898年
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AStudyontheProcessofWATARASERetardingBasin
inrelationtoASHIOMINEPOLLUTANTCASE （IH）
SigekiMATSUURA
WATARASERiverisjoinedbyTONERiver.ThelowerareaofWATAR-
ASERiverwassufferedfromtheflooddamageofnotonlyWATARASERiverbut
alsoTONERiver.AgreatdealoffloodsfromTONERiverrunintoWATARASE
Riverbasin.TheriverbedofTONERiverroserapidlywiththevolcanicashwhich
wasreleasedbyAsamayama'sbigeruptionin1863.Sincethen.theflooddamage
ofTONERiverclarified.TheTokugawashogunategovermentinstalledfault
facilities(Boudasi)topreventtheinflow ゛oftheearthandsandinthemostupstreampartatEDORiver.BecausethefloodfromTONERivertothelowerareaofWATARASERiverwouldincrease,peopleoftheareaopposedthisestablishmentdesperately.Butthefacilitieswereestablishedunderthepromisenottonarrowtoabovetheintervalofabout33meters.TheintervalatthesefacilitieswasmorenarrowedinMeijiEra.ThepurposewastopreventtheearthandsandinflowtotheTokyoHarbor.Astrongopposi-tione
χcercisewase χecutedbythelowerareaofWATARASERiveragain.ThehistoricstateofthisareaplayedanimportantroletoestablishWATARASERetardingBasin.
